
泉が丘西自治会会則 

 

第 1 章 総則 

 

第 1 条 

本会は泉が丘西自治会（以下「自治会」という）と称し、事務所を会長宅におく。 

第 2 条 

本会は会員相互の親睦と連携を深め、住民の福利の増進を図り、もって豊かな地域社会づく

りに寄与することを目的とする。 

第 3 条 

本会を地区に分け班を設置し班長、副班長をおく。班長は班をまとめ代表して会務に協力す

る。副班長は班長を補佐し、班長に事故あるときは、その職務を代理する。補欠班長の任期

は、前任者の在任期間とする。 

第 4 条 

会員は会を維持するため毎月決められた会費を納入するものとする。 

既納の会費は原則として返還しない。 

第 5 条 

本会に下記の帳簿を備え管理する。 

会則 

庶務記録簿 

議事録 

役員及び会員名簿 

会計簿 

その他必要な帳簿 

 

第 2 章 事業 

 

第 6 条 

本会は第 2 条の目的達成のため下記の事業を行う。 

1) 教育文化及び体育向上に関すること。 

2) 社会福祉事業、福利厚生に関すること。 

3) 青少年の健全育成に関すること。 

4) 交通、防犯等の安全、安心に関すること。 



5) 男女協働及び高齢者に関すること。 

6) リサイクル、環境美化に関すること。 

7) 会員が死亡したときは香料等を贈って弔意を表すこと。 

8) その他目的達成に必要なこと。 

 

第 3 章 機関 

 

第 7 条 

本会の会議は、総会 正副会長会及び役員会とし、会議の議長は会長があたる。 

第 8 条 

総会は、この会の最高決議機関で下記事項を審議する。 

1) 役員の選出、改選。 

2) 事業の計画。 

3) 予算および決算。 

4) 会則の変更 

5) その他重要事項。 

第 9 条 

総会は役員及び会員をもって構成し、年 1 回会長が招集する。ただし、役員会の議決及び会

員の 3 分の 1 以上の要求があったときは、臨時に開催しなければならない。 

第 10 条 

総会は会員の 3 分の 1 以上の出席により成立し、その議決は、出席者による多数決制とす

る。可否同数のときは議長が決定する。 

第 11 条 

総会は議事録を作成し、議長および出席理事 2 名の署名押印を要す｡ 

第 12 条 

役員会は会長が随時招集し、次の事項を審議する。 

1) 会務の運営と執行に関する事項。 

2) 総会に付議する事項。 

3) その他会長が必要と認めた事項。 

 

第 4 章 役員 

 

第 13 条 

本会に次の役員をおく。役員は各々の職務を行う。 



1) 会長 1 名 自治会の代表として会をまとめるとともに、連合自治会や関係機関 

との連絡調整を行う。 

2) 副会長 以下の担当を置き、自治会の実務を執り行う。 

   地域担当 1 名 自治会内の行事等に係る企画から実施の取りまとめを行う。 

   総務担当 1 名 自治会内の事務書類の作成、回覧の配布等を行う。 

   特命担当 若干名 職務の状況に応じ、適宜担当を置く。 

3) 会計 1 名 

4) 会計監査 1 名 

5) 理事 若干名 理事は各班長がこれにあたる。 

6) 顧問 若干名 必要に応じて役員経験者をあて、自治会活動への助言支援を行う。 

第 14 条 

前条役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 

補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第 15 条 

会長、副会長、会計および会計監査は、総会において選出する。但し、特命担当副会長及び

顧問については、必要に応じて会長が任命する。 

会長は会を代表し会務を総理する。 

第 16 条 

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

第 17 条 

会計監査は会務の状況及び会計の監査を行い総会に報告する。 

第 18 条 

会計は、会計事務を掌る。 

第 19 条 

理事は会長の指示を受け会務を処理する。 

第 20 条 

役員の選考のため、選考委員会を設置する。 

1) 選考委員会は、当年度の役員及び理事 (班長) によって構成し、委員長を 1 名おく。 

2) 役員選考にあたり、委員長はその都度委員を招集し、遅くも 3 月 10 日までに選考を終

了しなければならない。 

3) 選考は自薦、他薦等を受け付け、委員の合議制による他、多数決等により会長、副会長

および会計監査の選考を行い、予め該当者の了解を得るものとする。尚、継続して任に当た

る役員は選考外とする。 

4) 委員長は、新役員選考の結果を直ちに会長へ報告するものとする｡ 

5) 会長は総会において、新役員が内定した旨報告し、会則に則り総会の承認を受ける。 

6) 選考委員会の招集については連絡業務打合せ費として別途支出する。(予備費流用) 



 

第 5 章 部会 

 

第 21 条 

第 7 条の事業を執行するための機関として、次の各号に掲げる部会を置き、部会の所掌事

項は、概ね当該各号に定める通りとする。 

1) 体育部、泉が丘地区体育協会との連絡、その他体育の向上に関すること。 

2) 育成部、泉が丘地区青少年育成会との連絡、及び子供会の育成その他青少年の健全育成

に関すること｡ 

3) 交通防犯部、交通安全、防犯、その他安全に関すること。 

4) 女性部、女性の文化及び教養の向上、並びに厚生その他、女性の活動に関すること。 

5) 環境部、資源物回収、その他環境に関すること。 

6）その他、必要に応じ部を設ける事が出来る。 

 

第 6 章 会計 

 

第 22 条 

本会の経費は、会費及び補助金、寄付金等をもってこれにあてる。この会の会計年度は、毎

年 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わるものとする。 

第 23 条 

1) 会計は会計年度末をもって会計監査を受け、総会において決算報告を行うものとする。 

 

第 7 章 附則 

 

第 24 条 

本会則は総会において出席者の 3 分の 2 以上の賛同がなければ改正することができない。 

第 25 条 

本会則は昭和 37 年 4 月 1 日より実施する。 

平成 9 年 4 月 22 日変更実施 平成 21 年 4 月 30 日変更実施 

平成 22 年 4 月 3 日変更実施 

令和６年４月 27 日変更実施 


